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はじめに
本稿は、一九一〇～三〇年代の富山県における近代詩運動が当地
を代表する民謡のひとつ「おわら節」とどのような関係にあったか
を探り、それがいかなる地方性を現出させたかを考察するものであ
る。ここでいう地方性とは、地域的個性を意味するだけでなく、〈地
方〉に対して想定される〈中央〉との関係を含んだ表象やアイデン
ティティのあり方をもさす。つまり、どのような地方性が現出した
かを問うことは、〈中央〉との間にどのような関係や距離感が存在し
たかを問うことでもある。
今日知られる多くの民謡は一九二一（大正一〇）年頃から北原白
秋、野口雨情、西條八十、中山晋平、藤井清水といった詩人・作曲
家によって創作された。在来の伝承歌謡とは区別して新民謡とよば
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─要旨大正期に興隆した近代詩運動は、文学の領域にとどまらず、地域
の文化や〈中央〉と〈地方〉の関係・表象のあり方に影響をおよぼし
た。富山県では日本海詩人連盟が発足し、その機関誌『日本海詩人』
は県下の詩人にとって重要な発表と交流の場であった。近世以来親
しまれていた在来の民謡おわら節は明治期から歌詞改良が試みられ
ていたが、近代詩運動に接触したことによって新たな方向に向かう。
創作民謡に求められた純朴さや平明な表現を重視するようになった
のである。『日本海詩人』同人として民謡の創作にはげみ、同時にお
わら節の振興に力を注いだ小谷恵太郎は、こうした転回に関与した
人物と考えられる。本稿では近代詩運動とおわら節の接点としての
小谷の役割に注目し、おわら節の変化を探る。さらに、おわら節の
本場とされる八尾町の表象を考察し、どのような地方性が現出した
かを地理的想像力の観点から明らかにする。
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れる作品群である。「民族的伝統的表現への強い志向」を基礎に「庶
民たちのために新しい民謡を作る運動」として新民謡創作の動きを
とらえた小島美子は、その作品を三種類に分類した���。すなわち、①
当時もっとも先進的な作曲家が西洋から直輸入された作曲法に深い
反省をもち、新たな芸術歌曲として創作した作品（たとえば中山晋平
「出船の港」）、②農村の人びとや都会の市民が自ら歌う歌として作ら
れた作品、③「各地の観光宣伝的な新民謡」である。昭和期に入る
と観光宣伝用に人気を博した作品以外はほどなく姿を消し、新民謡
運動において開拓された表現方法、様式、作家、歌手は結局「レコ
ドー歌謡」という商業主義的な新ジャンルに投入された。小島はそ
の要因を、新民謡運動に参加した作家たちが明確な理念や見通しを
共有することができず、一方で民衆自身は自らの音楽的要求を十分
に組織化できなかったことに見出している。そもそもこの運動の社
会的基盤となるべき条件が未成熟な段階にとどまっていたというの
である���。
小島による研究は、新民謡運動を音楽史上に位置づけ、大正期以
降の文化産業の急成長と関連づけた点で重要である。しかし、新民
謡運動が資本主義の浸透ばかりでなく、国民国家の建設と不可分で
あったことを考えれば、たんにそれを「商業主義に堕した」とする
見方は一面的であろう。
新民謡運動は、文学史的には近代詩運動の一環として位置づける
ことができる。なぜなら、詩人の民謡創作は民衆芸術論が勃興し、
口語自由詩が主流となる大正期において、詩の形式、韻律、題材、
内容、語彙、作者、享受者、芸術性、社会性についての議論と切り
離せなかったからである���。詩人による民謡調の作品が現れはじめた
のは明治三〇年代にさかのぼる���。一九〇五（明治三八）年には野口
雨情の民謡集『枯草』が刊行され、創作民謡では後に雨情と双璧を
なす北原白秋が「秋の鄙唄」を発表したのは一九一六（大正五）年
であった。運動といえるほどの伸展をみせたのは、神田の女子音楽
学校で民謡講演演奏の会が開催された一九一八年（またはその翌年）
である���。その中心となったのは、馬場胡蝶、野口雨情、霜田史光、
藤森秀夫、藤沢衛彦といった文学者、研究者らであった。この時期、
雨情、白秋ばかりでなく、三木露風、白鳥省吾、霜田史光、藤森秀
夫らの創作民謡（新民謡）が次々
と発表され、一九二一（大正一〇）
年以降は音楽家との協同により一種の流行現象として展開されるに
いたった。
近年、新民謡運動には学際的に展開されているナショナリズム研
究において新たな光が当てられ、その意義が問い直されつつある���。
たとえば民謡を「歌謡や観光にかかわる資本主義という『近代』が
国土空間に一元的に浸透していく上での最前線」と位置づける武田
俊輔は、大正末から昭和初期にかけて人びとの音楽的欲求は着実に
組織化されつつあったとみる���。資本主義は、歌の商品化よりも、む
しろ、どんな形態であろうと歌を求める人びとの欲望のあり方を前
景化し、一定の普遍性をもったナショナルな空間へと地域や人びと
を再配置した点において重要であり、新民謡運動はそうした近代化
の過程を端的に示していた。
一方、中野敏男は、北原白秋の抒情性に着目し、大正デモクラシ
のー現れとされる童謡運動・新民謡運動から国民総動員体制に即応
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する国民歌謡に至る民衆の心情に連続性を見出した���。新民謡運動の
興隆を促し、能動的に各地の人びとが参画していった背景には関東
大震災前後の地方自治制度の変化があったとし���、人びとが唄や踊り
に自ら積極的に参加して中央の職業音楽家・作家に関与を求めた背
景には、新民謡運動が当時の民衆の音楽的要求を十分組織化しえた
状況があったからだと論じている
����。
これらの研究が示唆するのは、新民謡運動を民衆の能動性の観点
からとらえ直し、観光や音楽産業の発達、地方自治制度の変化など、
その周辺に生じていた社会的動向をも視野に入れることによって、
近代がいかに推進され、経験されたのかを探るという新たな視点で
ある。本稿はこの視点にたって一九一〇～三〇年代の近代詩運動と
民謡の関係を明らかにし、どのような〈地方〉的表象や意識が生じ
たかを考察していく。
とりわけ注目するのは、詩誌『日本海詩人』を中心に北陸地方、
おもに富山における詩人たちの活動である。『日本海詩人』は、一九
二六（大正一五）年に結成された日本海詩人連盟の機関紙として創
刊された
����。
大正期、地方青年による文芸誌発刊の全国的動向に呼応して富山
でも文芸活動が活発化しており、たとえば室生犀星や川路柳虹も寄
稿した総合文芸誌『月見草』、千石喜久が編集兼発行人を務めた
『水郷』、氷見で多くの青年を集めた同人誌『聖詩風』などが創刊さ
れた
����。詩人たちの拠点づくりも進められ、早稲田大学生時代に川路
柳虹の曙光誌社に出入りしていた松本福督が一九一八（大正七）年
に結成した大洋詩社をはじめ、富山や氷見、高岡でも組織化の萌芽
がみられた
����。こうした近代詩運動をさらに推進するものとして登場
した日本海詩人連盟は創作民謡の発表や研究の場を提供したという
意味で、北陸における新民謡運動の担い手としての顔を持ち合わせ
ていたといえる。
その影響を少なからず受けていたと考えられるのが、おわら節で
ある。この民謡は富山県下で親しまれた在来の伝承歌謡である。そ
の発祥の地とされる八尾町では明治後期から歌詞改良の動きがみら
れ、
����一九二九（昭和四）年には越中八尾民謡おわら保存会（現富山県
民謡越中八尾おわら保存会、以下おわら保存会）が発足したのを機に、歌
詞の新作募集が大々
的に行われるようになった。現在よく歌われる
「唄の街だよ八尾の町は　唄で糸とるオワラ桑も摘む」なども、第
一回おわら歌詞懸賞歌詞募集で入選した一般の市民による作である。
現在もおわら保存会発行の歌詞集には、『日本海詩人』のもとに集っ
た詩人たちの作が掲載されているほか、野口雨情、佐藤惣之助、福
田正夫、白鳥省吾らによる歌詞も掲載されている。有名無名を問わ
ず、作者が明示された歌詞、つまり新民謡運動の一環としてつくら
れた歌詞は、全五七〇首中、一一〇首以上にのぼる
����。歌詞の面から
みれば、おわら節にはまぎれもなく新民謡運動をその内に含む近代
詩運動の洗礼を受けた跡があるのである。
本稿ではまず富山における近代詩運動の興隆を概観し、おわら節
の文芸的側面における変化の要因を探る。そして近代詩運動とおわ
ら節の歌詞創作の双方に関与した人物を通じて、〈地方〉的表象や意
識について考察する。結論を先取りしていえば、近代詩運動はおわ
ら節の歌詞そのものというよりも、それが根ざしていた文芸的ハビ
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トゥスの方向転換、そして発話主体のアイデンティティや空間的位
置づけに影響を与えたと考えられる。とすれば、本稿で検討する事
例は富山にかぎらず、同時代の地方性の現出過程をめぐる問題に接
続されうるだろう。
一、富山における近代詩運動の興隆
大正末における日本海詩人連盟の発足は、富山の近代詩運動の展
開にとって画期的であった。
地方詩人よ、立ちあがれ、われわれは優れたるものゝ
前には飽
くまで頭を下げるであらう。けれども今は徒らに不合理な中央
集権なものに鼻息をうかがうてゐるべき時ではない。……詩こ
そ、自由詩こそ現在から未来への民衆に呼びかけるべき可能性
を有する唯一の韻文ではないか。この点から見た地方詩誌の出
現が何よりも詩壇に必要なのではなからうか
����。
富山の詩人大村正次（一八九六～一九七四）が全国の、とりわけ北
陸の詩人にむけてこう呼びかけたのは一九二八（昭和三）年のこと
である。大村は一九一五（大正四）年、室生犀星によって金沢で旧
制中学で教鞭をとるかたわら詩作に励み、この檄文を発表した頃は
詩誌『日本海詩人』の主宰者にして高岡新報における詩欄の選者で
もあった
����。中央詩壇の形成に大きな役割を果たした詩話会
����はその機
関紙『日本詩人』において、一九二四（大正一三）年から地方詩壇
の動向を紹介し、新人発掘にあたって広く全国から投稿を募ってい
た。
����しかし、選評はかなり厳しいもので
����、全国に散らばる詩人たち
にとっては不満の種になりかねなかった。
大村は、詩話会が歴史的意義をもったことは認めつつも、関係者
らは一九二六（大正一五）年の解散以降も権威主義に陥り、私情の
からんだ人間関係がくすぶっていると批判した。と同時に、中央の
詩人を盲目的に支持した「真面目な地方詩人」に対する忸怩たる思
いを抱いていた。全国各地で続々
と文芸同人誌が刊行された当時の
状況において大村が目指したのは「趣味のために或は中央文壇への
階段」としての役割を超え、「地方文化の開発社会運動或は詩の民衆
的運動といふ抱負のもとに、すくなくとも地方民衆に相当の反響を
与へ」る地方詩誌であった
����。
『日本海詩人』（石川・福井版）はちょうど詩話会が解散した年の暮れ
に北陸四県の詩人によって結成された「日本海詩人連盟」の機関紙
として創刊された。創刊メンバー
は白鳥省吾の主宰する『地上楽
園』に参加していた千石喜久らである。四か月後には中山輝、山岸
曙光子、笠置白粉花、藤田健次らによって富山・新潟版も出され、
翌年、大村が主宰者兼発行人となったころから北陸の詩壇の形成と
発展に大きく寄与することとなった
����。連盟事務所は、主に北陸タイ
ムス社、高岡新報社、越中新聞社、金沢新報社といった、富山・石
川の主要都市にある新聞社内に設けられた
����。埴野吉郎、宮崎健三、
井上泰（後の井上靖）は『日本海詩人』から巣立った詩人・作家であ
る。さて『日本海詩人』（富山・新潟版）創刊のわずか半年後（一九二七年
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九月）、東京では『民謡詩人』が創刊された。創作民謡はもちろん
のこと、詩、童謡、評論、随筆、紀行、時評なども掲載して、従来
の民謡雑誌とは一線を画すると評価された「民謡中心の総合誌」で
ある
����。執筆者は野口雨情をはじめ当時の民謡詩人のほとんどを網羅
し（ただし北原白秋を除く）、研究・評論では藤田徳太郎、藤沢衛彦、
湯浅竹山人、外山卯三郎らが寄稿した。一九二九（昭和四）年二月
に終刊となるが、創作民謡に携わる詩人の育成・地位向上と民謡詩
の普及、民謡に関する研究・評論活動の推進などに大きく貢献した。
『民謡詩人』の編集兼発行人は藤田健次であった。詩作のほか、
北原白秋編『日本民謡作家集』（大日本雄弁会、一九二七年）付録「民謡
年項」の作成で知られる人物で、すでに述べたとおり『日本海詩
人』（富山・新潟版）創刊にもたずさわった。その影響であろうか、『日
本海詩人』と『民謡詩人』の執筆者は部分的に重なっている。藤田
自身はいうまでもなく、大村正次、中山輝、山岸曙光子、藤森秀夫、
満久秀麿らの名が両方の詩誌にみえる。
このように、北陸における近代詩運動の台頭は、大正末における
中央詩壇の分裂と、富山人脈がその重要な一角をなす民謡詩人・評
論家の糾合と時を同じくしていたのであった。
二、近代詩運動接触以前のおわら節の文芸的側面
（一）改良主義の影響
おわら節の歌詞のもっとも古い記録は、『伝説俗謡童話俚諺調査答
申書』（一九〇六年）に収められている。これは一九〇五（明治三八）
年に文部省が全国の各地域に伝えられている口承文芸や歌謡の収集
を目的に、各府県に依頼して行われた調査報告の一部である
����。婦負
郡八尾町において収録された歌詞は次のとおりである。
奥山の滝に打たれしあの岩の穴　何時��ほれたともなく（小原）
深くなる
一日もなかぬ日はなし　人こそ知らね　奥山そだちの（小原）
ほととぎす
雨戸
�
�
�押しあけ空うち眺め　あの星あたりが（小原）ぬしのそば
朝草に刈り込められしあの
蟋
�����
蟀����
なくく駒につけられ
（小原）行くわいな
来��る春風氷がとける　うれしや気儘に（小原）ひらく梅
上新川郡からは「流行おはら節」として、次の三首が記録された。
来ては　がたく雨戸にさわる　心まどわすオハラ南かぜ
義理をたてれば　なさけは立たん　りょー
ほたてればオハラ身
たたぬ
十五夜の月のまるさとこいじの文
����は　江戸も田舎もオハラおな
じこと
����
基本的な詩型においては七七七五からなる二十六文字である。下
句（七五）の間に「小原（オワラ）・オハラ」の語が挿入されるのがお
わら節の大きな特徴で、内容については、ここに掲げたどの歌詞に
[05]
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も男女の情愛や遊里に関するモチー
フが見え隠れしている点に目配
りすべきであろう。たとえば、第一首「奥山の滝に打たれし～」で
は、上句の「穴」に掛けて、下句で「ほれた」と受けている。これ
は「掘る」と「惚れる」を掛けて、「深くなる」のは穴ならぬ情、あ
るいは縁と解すべき文句であろう。第五首「来る春風～」の末尾
「梅」がうら若き女性を示す近世的比喩であることは、端唄「梅は
咲いたか」に歌われたとおりである。「流行おはら節」第一首「来て
はがたく～」には「きたよでこんよでおもかげたつよで来てみり
ゃ　かぜだよどー
するこんたね
����」の囃子詞が添えられていることか
ら、恋心をうたったものだと知られる。次の「義理をたてれば～」
は端唄「あちら立てればこちらが立たぬ　両方たてれば身がもたぬ
一番よいのが頬かむり」の変形と考えられる。
このように都々
逸、端唄・小唄といった近世の情趣をたたえるお
わら節の歌詞も、一九〇七（明治四〇）年頃から改良が試みられは
じめた。「時代の要求は在来の歌詞及び淫猥なるものを許さないので
四五年前から八尾俳壇の連中が主となつて盛に新作を試み大に面目
を新にする様になつて来た」というのである
����。ここでいう改良とは、
坪内逍遥を中心に進められた演劇改良運動、あるいは国家が多大な
戦費をついやした日露戦争後に町村財政と生活習俗の改善というか
たちで政府が推進した地方改良運動など、明治期にみられた改革の
機運をさす。近代国家建設の一環として西欧を模範とした文化の高
尚化や富国強兵、殖産興業を旨とした上からの改革ではあったが、
地方改良運動などは町村経済の疲弊からくる必要もあり、国民の側
も支持した。この時期におけるおわら節の歌詞の改良は、地方改良
運動を背景に八尾町民の有志が取り組んだものと考えられる。
八尾町で推進された歌詞改良からどのような作が生み出されたか
は定かでない。だが、一九一三（大正二）年、富山県主催一府八県
連合共進会（以下、大正二年共進会
����）で披露された大槻如電
����による歌
詞などは改良運動の心性をよく映したものといえよう。これは余興
として舞台で演じられた「小原節踊」のために新作されたものであ
る。御代は大正裏日本も汽車がかよへば表���みち
富直
����鉄道開けば直�ぐに富むと聞くのがこちやうれし
待てど出て来ずでるときや逢へずほんにしんきな蜃気楼
おいと光らば飛行もするよあしぢやいかれぬほたるいか
����
大正二年共進会は富山と直江津を結ぶ富直線（現ＪＲ北陸本線の一
部）の開通を記念して行われたため、はじめの二首はそれを言��祝�ぐ
内容になっている。というのも、この路線の開通によって富山は関
西を経由することなく東京と結ばれることになったからである。蜃
気楼や蛍烏賊を詠んだ二首は富山湾の名物を数え上げることで、躍
進する富山を賞揚していると解釈できる。このように、如電の作に
は「裏日本」とされた富山県の発展に寄せる期待がよく表れている。
八尾町における歌詞改良の動きは大正期にも継続された。一九二
〇（大正九）年には、町長、助役、地元俳壇からの有志を中心に
「おわら節研究会」が組織され、歌詞改良が組織的に推進されるよ
うになった。具体的には「模範的歌詞及び歌調」の発表、「教育、産
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業、衛生、人情等に関する題を課して新作歌詞を募集」し、よくで
きたものについては印刷して一般に配布するといった活動を行った
����。
町の有志組織レベルで、歌詞改良についてどのような認識があった
かを伝える文章が『八尾史談』に残されている。
平民娯楽としての民謡は都会は更なり、如何なる田舎の隅々
迄
もこれをうたはない所はないが、若し在来の野卑なる歌詞や、
又それに伴ふ囃子や踊などを改善したなれば、面白く楽んでゐ
る中に自然教育の補助、産業の奨励、衛生の宣伝及び忠君愛国
の思想をも養成することが出来る。
民謡は実に平民文学の粋を表はしたものであつて、何れの里何
れの山奥に至つても盛んに唱へらるゝ
ものである、若し在来の
野卑な文句や思想を改善したなれば、尤も面白い、尤も楽しい
歌となりて、我邦文学の生粋であると劇��賞しても憚る所はない、
兎に角其姿や、其詞や、其調子が実に平民的であつて、親しみ
易くまた愛すべき者である事は争ふべからざる所のものであ
る。／呉々
注意すべきは其思想や其言葉が野卑でないやうにす
るのが第一の肝要である
����。
（傍線部は引用者による）
ここでは、都会でも僻地でもうたわれる民謡はその歌詞、囃子、
踊り、思想を「改善」すれば、教育を受ける側が楽しみながら近代
的知識や忠君愛国の思想を学ぶ助けとなると主張されている。こう
した「平民文学の粋」としての民謡のひとつであるおわら節を改良
するにあたって、『八尾史談』を編んだ教育家松本駒次郎が持ち出す
のが小倉百人一首である。貴族によって詠まれたものとはいえ、広
く親しまれている歌については庶民もその思想や感情を共有しうる
ため、「野卑でない」言葉づかいの参考になるというのである。
たとえば、「夜をこめて鳥のそら音をはかるとも　世に逢坂の関は
ゆるさじ」（清少納言）を本歌として、「雪の立山スキー
で越すが　僅
か一重の戸は越せぬ」のようなおわら歌詞が対応しうるだろう、と
述べている。新風俗であるスキー
を題材にとり、「雪深い富山の霊峰
立山を颯爽とスキー
で越えるほどの男性でも簡単にはお会いするつ
もりはありません」と、すくなくとも言葉のうえでは貞操を尊ぶ句
となっているからであろう。現代の感覚では荒唐無稽な印象を受け
るが、大正末年における教育家の意識においては、人口に膾炙した
和歌は民衆性と文学の卓越性を具現しているため「平民文学」のひ
とつであるおわら節と関連づけられるべきであり、その関連性にお
いて「改善」されれば高尚化されるだろうという思考回路がはたら
いたものとみえる。また、短歌がその道に入らなければ意味がわか
りづらいのに比べて、おわら歌詞は誰にでもすぐその意味がわかり、
親しみ易いとしている
����。
それでは一九二一（大正一〇）年一〇月、富山市内の大正座で行
われたおわら節公演で披露された歌詞群（次ペー
ジ資料）はどのよう
に解釈できるだろうか。この公演の主催者である八尾町オワラ研究
会は「民謡保護宣伝の目的」を持ち、「民衆芸術の復興を期し以つて
純朴なる地方色の発揮に努むる」考えであるという
����。ゆえに「往々
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淫猥野卑に流れんとする弊禍を根本的に改善美化して、何処までも
小原節の声名を失墜せしめぬ決心から、唄文句の如きは八尾俳檀��に
委嘱して創作を試み」、上演は「一般から批判を乞う」機会として
いる。そして、観客の反応として遊里で歌われるような「俗歌」と
は趣が異なり、陽気な気分をそがれて寂しいような感じがするかも
しれないが、神秘的な余韻が尽きないところに「独特の妙趣」があ
り、それがこの民謡の生命なので了解してほしいと述べている。
公演で披露された歌詞は、あからさまに「淫風野卑」な表現はみ
られないにしても、依然として男女の情愛をモチー
フとした近世的
な都々
逸、端唄・小唄の趣きを残している。当時、どのような作が
「淫風野卑」とみなされたかについては、改良思想の出所である政
府と各地域に暮らす人びとのあいだに隔たりがあったと思われる。
たとえば政府の考え方が如実に示されている『俚謡集』（文部省、国定
教科書協同販売所、一九一四年）においては、元来官吏としてその編纂
作業にあたるはずであった高野辰之にさえ「たとひ純潔温雅のもの
でも
苟
�����も男女間の愛にふれてゐるものは一切省く、又枕といふ語、
殿御といふ語、つめ��りや紫といふ句でもあれば直に削除といふを方
針としてある」ように思われたほど、「愛情の唄」が欠如しているの
だった
����。つまり、どんなにささやかであっても、文部省の観点から
みて性的なほのめかしと判断される歌詞は削除の対象となったので
ある。八尾町オワラ研究会がいくら遊里で歌われるような「俗歌」
とは違うと主張しても、じっさいに大正座で上演されたおわら節の
歌詞は文部省の基準からすれば、それほど改良の成果がみられない
と判断されてもおかしくないものが含まれていた。
これらの歌詞において歌詞改良（「改善美化」）がどのように行われ
たかを知るには、詩型に注目する必要がある。すべてがおわら節の
基本の詩型（七七七五からなる二十六文字）から逸脱しているのである
����。
「文句」として掲げられた四〇首については冒頭に五文字一句がお
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◆文句
床に守る武装姿の写真に向へ　問へつ答へつ（オワラ）独言
共々
に苦労仕遂げて斯ふなる迄に　幾度命に（オワラ）聞いたやら
身の上は氏も系図も正しき御方　今迄知らずに（オワラ）我儘を
鳴り物も髪も飾も皆打ち捨て　住めば都の（オワラ）草の庵
紫の恨み色なる裾引き上げて　雪に忍びの（オワラ）足袋素足
澄む月に今宵遅しと煮え立つ釜も　主を松風（オワラ）虫の声
笛の音に若しやそれかとすまして聞けば　峰に妻呼ぶ（オワラ）鹿の声
立山に続く峰々
雪ふり渡り　文を作りて（オワラ）来たる雁
井田川の水て仕上げたアノ糸の光沢　元は賤家の（オワラ）姫蚕繭
賤が家に隠れ咲きたる牡丹の花に　通ふ蝶々
の（オワラ）綾衣
長き夜を他に思はす机にもたれ　進む時計に（オワラ）気をあせる
脊に腹を替へてしとねし芽はへの笹は　やがて源氏の（オワラ）旗頭
立田姫いつの間にかは色つき初めて　最早風さへ（オワラ）声変り
資料　大正座公演における歌詞
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恋故にあたら武士さへ世を捨人に　袈裟を切りての（オワラ）墨衣
耳に立つ小声話は心の咎　若や噂を（オワラ）襖越
金銀の玉と併べて楽むよりも　辛苦て育てた（オワラ）子沢山
何百里先の事でもこまく知れる　たしなましやんせよ（オワラ）色と酒
血を吐いて死ぬるはかに鳴く時鳥　聞いてやらんせ（オワラ）一と言を
うなだれてやつれ姿のあの女郎花　誰が手折りて（オワラ）見捨たか
四方山の繁き談に刻んで交ぜて　よらずさわらず（オワラ）恋の謎
巌より堅きあなたの心に徹す　妾か誠の（オワラ）桑の弓
君は今駒形あたりにあの時鳥　止め給はん（オワラ）伽羅の下駄
虎が雨盡ぬ名残の袖ふり切りて　富士の裾野の（オワラ）仇返し
菊水の花は散りても匂は残る　清き流れの（オワラ）湊川
去り状の筆を止めて膝組み直し　思案に炭火の（オワラ）積み崩し
色に咲く菖蒲切るとて袂をくわい　文を落とすな（オワラ）水の上
書初し筆の毛先が二たつにさけて　若しや殿御の（オワラ）二た心
絹傘を肩に持たせて顔ふり向けて　つける眼先は（オワラ）門札に
白銀の光波立つ海原清く　里は黄金の（オワラ）稲の波
入口は能登の岬と越後の岬　中に名所の（オワラ）有磯海
藤の花松にからみて咲いても居たが　今は筏を（オワラ）結ぶ身に
魁て手柄見せたる誉の花の　開く武運の（オワラ）箙梅
草深い田舎生れの蛍しやけれど　今宵は都の（オワラ）蚊帳の中
六ヶ敷い顔で叱るも姑の手前　蔭へ廻りて（オワラ）詫言葉
是迄は親の御蔭で我儘育ち　今から貴郎の（オワラ）お世話者
つき合の広くなるのか誠によいか　若やお酒が（オワラ）身の上を
日の丸の扇一と矢て打ち落とされて　奢る平家の（オワラ）暮近し
友釣の針にかゝ
りし鮎見やしやんせ　慾と意地とて（オワラ）あの如く
しんくと夜は更け行く川瀬は睡る　帰り時間の（オワラ）胸の闇
春嬉し梅は過ぎれは桜にかわる　着替へ刎替へ（オワラ）流行物
◆字あまり文句
熊谷さんと敦盛さんと組打したのが何処よとたづねたら
十九の八七六五の四の三の二の（オワラ）一の谷
竹になりたや茶の会座敷の柄杓の柄の竹に
いとし殿御に持たれて汲れて（オワラ）一口呑まれたや
思やこそ傘蛇の目の小骨の数程通ひもすれど
憎て傘蛇の目の小骨の数ほど（オワラ）からく通はりよか
前に廻りて羽織の紐をば結ぼと言ふのも思ひか過ぎる
今一度今朝の別れに主の顔見たいが（オワラ）其為に
奥山の瀧の水落て流て一と先つ切れて　流れ行末（オワラ）又一とつ
竹に雀は千羽も万羽も一羽も残らず羽根打揃へてしなよくとまる
とめてとまらぬ（オワラ）色の道
二間梯子を一挺二挺三挺四挺五挺六挺立ても届かぬ主を
どうせ天の星じやと（オワラ）呆める
ふくら雀に文ことづけて道で落すな広げて見るな
いとし殿御の（オワラ）手に渡せ
梅干の種しやからとていやしましやんすな昔は花よ
鶯とめて鳴かせた（オワラ）事もある
出典：大正座公演パンフレット（おわらを語る会『おわらの記録』桂書房、
二〇一三年、三五二～三五三ペー
ジ）
かれ、全体で三十一文字となっている。これは「五文字冠」とよば
れ、おわら節の歌詞のみならず、それとほぼ地続きにある都々
逸で
も行われた。その他は「字あまり文句」として掲げられた九首であ
る。こうした歌詞では文句の内容はさておき、長い歌詞をどのよう
に歌うかが聞かせどころとなる。
五文字冠や字余りばかりが上演された背景には何があるのだろう
か。荒木良一によれば、大正期、八尾町内では歌詞改良の思想を共有
した複数の組織的な動きが起こっていた
����。その中には、五文字冠や
字余りなど、歌いこなすには相当の修練と技量を必要とする「技巧
派」のグルー
プもおり、一時はかなりの存在感と影響力をもってい
たと考えられる。知識人の言説において、技巧による洗練は国民音
楽の源泉たる民謡の理想とは逆行するものであり、俗化とみなされ
た。
����しかし、おわら歌詞の改良や演唱に直接携わった人びとにとっ
て技巧化はかならずしも俗化にあたるわけではなく、改良思想の延
長上にあるものとしてとらえられていたと考えられる。
（二）近代詩運動に接触する以前の歌詞
次に、おわら節を掲載した歌詞集（表）を検討することによって、
近代詩運動に接触する以前の歌詞の性格を考えてみたい。
後述するように、おわら節と近代詩運動の接触はおわら保存会の
創立に関わった小谷恵太郎を介してであった。小谷が関与した『お
わらぶし』（表中７）より前の歌詞集のほとんどは、流行歌の知識を
増やしたり、座興唄の上達に役立てたりするための出版物であった。
花街の美人を写真入りで紹介する趣向が盛り込まれているのは読者
の関心によりよく応えるためである（表中２、４）。前節ではおもに
八尾町で取り組まれた歌詞改良について述べたが、富山県全域を視
野に入れれば、特に改良など意識されなかった歌詞も健在だったこ
とがわかる。昭和期に入ってからの歌詞集（表中５、６）では改良主
義的な見地に立っておわら節の正しいあり方を示し、啓蒙しようと
する意図が込められるようになるが、じっさいに掲載されているほ
とんどの歌詞は従来の傾向と変わらない
����。
歌詞集に掲載された歌詞の多くは都々
逸と重複する。これは『当
世流行小はらぶし』（表中１）が出された一九一〇（明治四三）年には
すでに顕著で、掲載歌詞一〇三首のうち、ほとんどが都々
逸の文句
であった
����。さらに興味深いのは、おわら節の唱法を示す譜に都々
逸
の文句が用いられている点である。「竹に雀が品よくとまる　とめて
とまらぬ色の道」は『越中美人と小原節』（表中２）、『おはらぶし』（表
中３）など複数の歌詞集の譜に添えられており、都々
逸の文句をお
わら節の曲節にのせて歌うことがいかに一般的であったかを示して
いる。したがって、おわら節の歌詞の性格を探るには都々
逸の文句
がどのようなものかをみておく必要があるだろう。
都々
逸は七七七五の四句二十六文字からなる歌謡の一種である。
天保年間、一世都々
逸坊扇歌が上方のよしこの節をもとに誰もが歌
いやすい曲調に整え、寄席で演じたのを機に全国的に流行した。俳
諧や川柳とならぶ庶民の即興文芸の性質が色濃く、ときに「情歌」
と書かれることからも示されるように、花柳界の情緒に根ざした男
女の心情・情愛が主な題材であった。全国に広まる過程で在来の歌
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の文句が取り入れられるなど柔軟性に富んでいる。演唱においては
他の音曲や芝居の台詞を挿入することも行われた（挿入部は「アン
コ」とよばれる）。短詩であること、比較的簡単な曲調であることが
都々
逸流行の前提にあったが、それだけに「アンコ」などの付加価
値は芸達者ぶりをアピー
ルする恰好の材料であった。
都々
逸の流行はたんにその曲調が広く歌われるというだけにとど
まらなかった。文句を作り、技巧を披露する楽しみが人びとの心を
とらえたのである。幕末までには、趣向を凝らし、さまざまな条件
をつけて吟ずる文化が生じた。たとえば、十二支や七福神、百人一
首や端唄の歌詞を詠みこんだもの、下二句の前に謡曲などを挿入す
る「謡曲入り」、「何々
尽くし」といった趣向、定型二十六文字の冒
頭に句を付ける「冠附」、「字余り」などである。「謡曲入り」はよう
するに「アンコ」を入れる操作である。こうした「つくる都々
逸」
に興ずる人口は明治以降ますます増加し、文戯化が顕著となった
����。
このような都々
逸の詞型、情趣、柔軟性、遊戯性は、歌詞集に掲
載されたおわら節の歌詞に共通する。歌詞集では定型の部の後に
「字余り」「文句入り」の項目が設けられ、たとえば次のような歌詞
が掲げられた。
竹になりたや茶の会�座敷の柄杓の柄の竹に　
愛し殿御に持たれて酌まれて一口　オワラ　のまれたい
（字余り）
[11]
144
和光大学表現学部紀要　15 号・2015 年 3 月
整理番号
タイトル
編者（著者）
発行者
発行年
備考
１
『当世流行小はらぶし』
田村信憲
田村信憲
一九一〇（明治四三）年
２
『越中美人と小原節』
田村信憲
五日会
一九一九（大正八）年
３
『おはらぶし』
守川吉兵衛
守川聚星堂
一九一九（大正八）年
４
『流行歌集北国美人』
小原節研究会
守川聚星堂・毛利研精堂
一九二一（大正一〇）年
５
『小原唄と踊』
宮路豊秋
富山県人雑誌社八尾支局
一九二七（昭和二）年
６
『小原節大全』
宮嶋政太郎
北陸出版社
一九二九（昭和四）年
おわら保存会発足以前に発行
７
『おわらぶし』
冨士原友吉
越中八尾民謡おわら保存会
一九二九（昭和四）年
おわら保存会発足時に発行
表　おわら歌詞集
ほつと一息うれしやゆめと
質屋「おもはず店へかけ出るお染顔見合わせて
ヤア久松そなたの身には別条ないか
お前も怪我はそんならそなたもお前も
夢をはっとばかりにめいくが」
さめてとゞ
ろく　オワラ　胸の内　　（文句入り����）
次々
に作られ、変形され、他のジャンルや歌詞と接続する柔軟性
をそなえた都々
逸やおわら節では、必然的に作者の存在は希薄にな
る。大正二年共進会のために大槻如電が新作した歌詞も、六年後に
出された『おはらぶし』（表中３）では作者名の記載なしに在来の歌
詞にまぎれて掲載されている。
政府や知識人が中心となって推し進めた民謡の改良では（彼らの
基準に照らして）淫猥な歌詞を排除することに主眼が置かれていた。
八尾町で試みられてきた歌詞改良も新聞記事や郷土史などではその
点を意識した旨の記述がみられるが、八尾町オワラ研究会や歌詞集
の検討から、じっさいには、都々
逸と共通する性格すなわち即興性、
柔軟性、遊戯性、技巧性、花柳界的風情の刻印は、容易に拭い去る
ことはできなかったことがわかった。
次にこれらの歌詞集と一線を画す『おわらぶし』（表中７）をとり
あげ、近代詩の領域との関連性を考察する。
三、『おわらぶし』─詩の擬態としての「民謡短章」
『おわらぶし』は、一九二九（昭和四）年八月一一日、おわら保存
会創立総会にあわせて作成された歌詞集である。二三ペー
ジからな
る小冊子で在来の歌詞十首と新作歌詞三十二首が収められている。
以下はその目次である。
序に代へて
糸とり娘
……
古謡
八尾四季
……
小杉未醒先生
角間の梅
……
水田竹圃先生
水鶏
……
中村知友
盆踊り
……
渡辺紫洋
夫婦山
……
長谷川剣星
泣名草
……
小谷契月
温泉の歌
……
民謡短章
五文字冠
……
民謡短章
井田の石坂
……
古謡
早春
……
古謡
解説
一見して気づくのは、テー
マないし作品名によって編集がなされ
ている点である。じっさいに内容と照らし合わせてみると、いくつ
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かのパター
ンが見出される。
①「糸とり娘」「井田の石坂」「早春」といった、二首ないし四首の
おわら歌詞群を「古謡」として掲載するパター
ン。作品名のよ
うに見える標題は在来の歌詞のモチー
フを取り出して示したも
のであり、元来はそれらの歌詞に作品名はない。
②「角間の梅」「水鶏」「盆踊り」「夫婦山」「泣名草」のように、特
定の作者による歌詞を四首ずつ一ペー
ジにまとめて掲載するパ
ター
ン。標題は各歌詞群のモチー
フを取り出して示してある。
③伝統的な詩歌における流儀を踏襲したパター
ン。
a.「八尾四季」。この題は独立したひとつの芸術作品に対して
付けられる類のものではなく、ある土地の景色・風物を四季に
ちなんで詠む伝統的な表現形式を示している。しかし、ここに
掲載された「八尾四季」（小杉未醒）の場合、特別の振付がなさ
れたこと、また作者がおわら保存会主事（実質的には会長にあた
る）の川崎順二と懇意の間柄にある画壇の重鎮であることから、
固有名詞的に用いられている。その意味で、「八尾四季」は伝統
詩歌の表現形式名と作品名という両義性をもつ。
b.
題詠の趣を具えた「温泉の歌」のパター
ン。温泉に因む四
首を掲載し、一首ごとに作者を明記している。
④文戯における条件（ないし作詞法）を標題として掲げた「五文字
冠」のパター
ン。一首ごとに作者名を明記している。
全体として、作品名と作者を明記する創作民謡の形式を模倣しよ
うとする意図が感じられる。これまで標題や作者をこのような統一
的な形で示すことはなかったことを考慮すれば、じつは作品名や題
とはいえないような①や④のパター
ンをうまく紛れ込ませながら、
あたかも創作民謡集のような体裁をとっている。
③b「温泉の歌」と④「五文字冠」に「民謡短章」の語が添えら
れているのも、模倣の意図がにじみでている。「民謡短章」は北原白
秋が『薄陽の旅』（一九二二年）ではじめて用いた「民謡体短章」に由
来すると考えられる。「民謡体短章」とは、二十六文字四句からなる
「章」で構成される作品で、たとえば次のようなものがある。
笹の葉明り上州富岡某氏別荘
１よそのお庭の
笹の葉明り、
まだも、ちらちら　身に添はぬ。
２馴れぬお庭の
笹の葉明り、
何かかげれど、身に染まぬ。
３旅の日暮は
ひもじいものよ。
笹の葉ずれも、よその笹。
[13]
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４寂しがりましよ、
笹の葉明り、
馴れぬほどこそ、身も憂けれ。
二十六文字四句の詞型は、在来の歌謡に広く浸透していることを
ふまえて「民民謡民体民短章」としたのであろうが、白秋自身によれば民
謡そのものではない。『薄陽の旅』の巻頭に白秋はこう述べている。
冬の薄陽に旅ゆく者の心ぼそさよ。かの野山の木萱のそよぎを
身にしめて、おのづと成りしこれらの詩は、いささか民謡の風
情を帯びたれども、こは民謡のそれと云ふにもあらず、ただわ
が心を野山の言葉に移して、ひとり密かに旅のといきを洩らし
たるのみ。心はわがひとりの心なり歌俳諧の心なり。
旅人である私が自然と一体となり、自然の言葉を人の言葉に移し、
吐息として洩らしたのがこれらの詩作品であるというのである。自
然の言葉にもっとも即した人の言葉として「民謡」を措定する思想
と、洩らされた息の短さを暗示する「短章」の語とを組み合わせた
巧みなネー
ミングである。二十六文字四句を近代詩の枠組みにおい
て定義しなおしたといってもよい。
『薄陽の旅』に関連して、白秋による『真珠抄』（一九〇三年）、『日本
の笛』（一九二二年）が注目される。『真珠抄』は、口語自由詩の洗礼を
受けたうえであらためて七五調を導入し、「短唱」と称する新しい詩
の形を示した作品集である（七五調で構成する句、また句で構成される章
の数については一定しない）。一方、民謡集と銘打って出された『日本
の笛』は巻頭に「民謡私論」を掲げ、「生活感情そのものがその儘純
化」され、「内から燃え上る民衆の叫び」が「彼ら自身の言葉を以て
謡はれ」るべきものと宣言している。こうした考え方には、一九一
六（大正五）年に「葛飾のある寒村」（現市川市真間）にいたころの経
験が影響している。
……毎夜のやうに庭の木戸から這入つて来る頬冠りの若い衆達
があつた。そして「唄はできてるかい」である。彼らは歌謡に
飢ゑてゐたのである。で、私は「できてるよ」と云つて、一つ
二つ書いてやる、それは喜んですぐに歌ひ乍ら出て行く、而し
て月の夜、蛍の飛ぶ星の夜など、向こうの川べりや田圃道を勝
手に彼らの歌ひ慣れた追分や盆踊唄や都々
逸などの調子に移し
ては流して歩る��くのだつた。
白秋の考えるところ、「現在では在来の即興的民謡よりもつと美し
いもつと高いもつと複雑したものを要求せずにはゐられなくなつて
ゐる」のであり、ここにおいて、新しい民謡は自然の美と一体化し、
民衆に馴染みの節回しにのせてうたうことのできる詩として理念化
されたのであった。つまり「民謡体短章」は、『真珠抄』の「短唱」
から、『日本の笛』で示された民謡観にいたる途上に位置づけられる
のである。
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以上を考慮すると、『おわらぶし』が四首ごとに標題を掲げて括る
という新しい編集法を試みているのは、おわら節の歌詞を詩（白秋
の「民謡体短章」）として提示しようとする意図があったからだと推
測できる。同時に、四首ごとのまとまりはおわら保存会の発足にあ
たって記念碑的な意味をもった小杉未醒作「八尾四季」と並べて違
和感のないように見せる効果も持ち合わせていた。いいかえれば、
『おわらぶし』は、北原白秋が追求した詩としての民謡のあり方を
おわら節の詞型とそれまでになかった編集法で見せようとし、しか
も従来型の作詞法を踏襲する「八尾四季」との調和を図っていると
考えられるのである。その身ぶりは創作民謡がさかんとなった時代
に、都々
逸とは一線を画す、詩の清新さをたたえたものとしておわ
ら節を推進しようするための擬民態民といえないだろうか。
擬態とは生物が周りの環境や事物、ほかの動物と見紛うような形
態や模様に似る（似せる）ことをいうが、この場合、おわら節の歌
詞を近代詩の一潮流として見せることを意味する。掲載歌詞の多く
は都々
逸にみられたような男女の交情をほのめかす表現を引きずっ
ている。しかし、標題や作者名、「民謡短章」というジャンル名を付
されることによって形式的には民謡体短章と見紛うものとなる。そ
こまで綿密な計算がなされなかったとしても、詩集を模したこの歌
詞集はもはや座興唄の上達を意図した、娯楽のための実用書などで
はない。「優しい野趣を持つた……清條��な情緒」、「溶くるような甘美
な情緒
����」をめざすおわら保存会の方向性を具現するメディアととら
えられるべきであろう。この方向性には、字余りを重視した「技巧
派」とは一線を画し、二十六文字四句の定型を軸に据えて「平民
詩」たる「純朴な郷土民謡小原
����」を打ち出していこうとする意志が
あらわれている。
『おわらぶし』のような歌詞集を編むには、多少なりとも詩の動
向に目配りがきき、「民謡短章」といった概念を使えるだけの知識や
能力を備えた人材が必要であっただろう。そこで注目すべきは小谷
恵太郎（契月）という人物である。
四、小谷恵太郎──近代詩運動とおわら節の接点
小谷恵太郎（一九〇二～一九七一）は富山県八尾町の呉服・太物を扱
う商家の長男として生まれた
����。契月、善知鳥と号して俳句、舞句
����、
短歌、詩、民謡、随筆などを多数発表した。一九二一（大正一〇）
年には富山日報「俚謡正調」欄に「瀧のひゞ
きや松吹く風を、友に
起寝の嵯峨の宿」が掲載されている
����。翌年、民謡集『影燈籠』を上
梓した後、地元の文学仲間と小説や随筆、戯曲を持ち寄って『辿り
行く』（漂渺社、一九二四年）を出版、文芸誌『篁』を創刊するなど八
尾町の青年の間で展開した文芸活動のリー
ダー
的な存在であった。
小谷を含め、『辿り行く』に寄稿した青年のほとんどは家業を継ぐ
ことを期待された商家の長男であった。彼ら「惣領の甚六」が集ま
ってできた遊びの会が「甚六会」である。遊びといっても、小料理
屋の二階を根城にして俳句、短歌、小唄、端唄、浄瑠璃をたしなみ、
俄���
狂言に興じるといったものであった
����。文芸活動という新しい楽
しみと、町衆になじみの遊芸とに打ち込む彼らの姿は、景気が比較
的安定した大正後期から昭和初期にかけての八尾町にあって、その
[15]
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明るさを素直に謳歌していたように映る。が、本人たちにとっては
屈折した気持ちもあったようだ。
おらあちゃだって都で学問すれば菊池寛や芥川龍之介や高浜虚
子にもひけをとらない、都で放題に働けば渋沢栄一ぐらいにな
れるかもしれないが、〔筆者注：甚六会は〕仕方のない事だと郷里
から放してくれることのない惣領の自分に対する反駁であった
かもしれなかった
����
自分だって郷里を離れて学問や実業に懸命に励めば、郷里に留ま
るよりもはるかに大きな可能性が拓けるかもしれない。そうした飛
躍の機会が、商家の長男であることによって最初から阻まれている
ことに対する口惜しさと反発が遊び上手の会が生まれる背景にあっ
たのである。文芸活動に対する熱心さも、同様であったと考えられ
る。私達の生きて行く道は余りに住みにくい……老衰も知らずなほ
自分の所在さへも知らないで、徒に生きてゐて、そして虚偽の
道、技巧の道に立つて行けば、それで好ささうに思はれてゐる。
私達はこうした荒涼の生活を抜け出て、そして住みにくいこの
世を何程か寛げ、また見苦しい糊塗をなすよりも、その純真さ
を発露して、そして芸術味に、ほんとうの人間の路を辿つて行
きたい
����
「荒涼の生活」「住みにくさ」は、小谷ら「惣領の甚六」にとって
は経済的な困窮というよりも、郷里から離れることはできないこと
に由来する制約を表しているだろう。その制約を逃れたり隠ぺいし
たりするより、「ほんとうの人間の路」、すなわち「自分の所在」を
示し、やがて「老衰」にいたる過程が感じられるような人生を歩み
たい。小谷は芸術に対してそのような希望を抱いていた。戯曲も書
いた小谷は岡本綺堂と青山青果の脚本を愛読し、月に一度は東京、
大阪へ歌舞伎や浄瑠璃鑑賞に出かけたものだという
����。
一九二七年から翌年にかけては、たてつづけに富山日報「日報俚
謡」に当選する。一九二八年元旦に発表された俚謡欄では、小谷に
よる四首が一等に選ばれた。選者はいずれも『日本海詩人』の創刊
に携わった笠置白粉花であった。このように地方新聞の俚謡欄を経
由して、富山における近代詩運動に接近した小谷は富山日報一万五
千号記念懸賞文芸（民謡部門、藤森秀夫選）に応募し、「山の神峠」が
三等に入選する
����。
選者の藤森秀夫（一八九四～一九六四）は「めえめえ児山羊」の訳
詩で知られ、一九二六（大正一五）年、富山高校転任にともなって
富山に移り住んだドイツ文学教授・詩人であった
����。長野県に生まれ
た藤森は学生時代から詩作に励み、しばらく詩壇から退いていた野
口雨情がふたたび民謡創作に着手した一九一六（大正五）年頃、霜
田史光と三人で「民謡の旗勢を挙げよう」と創作、評論、紹介に共
に励んだという
����。藤森は一九一八年に東京帝国大学文学部を卒業、
翌年には第一詩集『こけもも』を上梓する。その一九二〇年に創刊
された雑誌『童話』の童謡欄を一年九ヶ月にわたって担当し、後任
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の西條八十と交代するまで童謡創作および選にあたった。同年には
三木露風・日夏耿之介・堀口大學とともに詩誌『詩聖』を創刊してい
る。詩話会にも参加して継続的に作品を発表しており、当時の詩壇
においていわば中堅に位置していたといえよう。関東大震災までは
こうして詩人としての活動を精力的に行うかたわら、ドイツ詩人の
作品の翻訳・紹介にも努め
����、慶應義塾大学、明治大学で教鞭をとっ
ていた。関東大震災を機に熊本の第五高等学校に職を求めるまで藤
森の活動の拠点は東京であり、『こけもも』（文武堂、一九一九年）、『フ
リジヤ』（金星堂、一九二〇年）、『若き日影』（光蘭社、一九二一年）などを
出版している。今日でこそ言及されることの少ないものの、藤森秀
夫は大正期の中央詩壇において一定の役割を果たした人物であった。
富山赴任後まもなく『日本海詩人』同人となった藤森秀夫は富山
の近代詩運動の主要な推進力となる。小谷がしばらく離れていた創
作民謡にふたたび着手したのはこの懸賞に応募したのがきっかけで
あり、「藤森先生は……私の民謡創作中興の恩人」であったと後に述
べている
����。当時、富山においても民謡は「恐ろしく普及しだした
����」。
しかし、人材はそう豊富ではなく、「将来の民謡を背負って立つもの
僅かに藤田健次、渡辺波光、山岸曙光、笠置白粉花の諸兄等としか
見られぬ」と嘆かれていた
����。そうした状況にあって、新聞社の懸賞
募集には新たな民謡詩人の発掘の期待がかけられていたと考えられ
る。「山の神峠」の入選は小谷を一気に『日本海詩人』へと引き込ん
だ。一九二九（昭和四）年二月には、大村正次の詩集『春を呼ぶ朝』
出版記念会に出席し、小原節と麦屋節を披露した
����。一一月には日本
海詩人連盟の同人に推薦され、『日本海詩人』に「雉子」「法師蝉」を
発表する。その後も数年にわたって新聞社主催懸賞民謡に上位入選、
『日本海詩人』に作品掲載が続き、中央の詩誌においては『民謡音
楽』に「落人」を発表した
����。こうして小谷は北陸詩壇において注目
すべき民謡詩人のひとりにかぞえられるまでになる
����。
しかし、ちょうどその頃から中西輝や山岸曙光といった主要同人
の退会と彼らによる詩誌の創刊が相次いだため、『日本海詩人』は衰
退に転じる。富山の近代詩運動は分裂の時代に入ったのであった。
笠置白粉花、松原與史郎はみずから雑誌を創刊することはなかった
が、一九三一年創刊の『歌謡芸術』（中越歌謡協会）に参加した。その
翌年、『日本海詩人』はついに廃刊に追い込まれることとなった。
このような状況の中で小谷は『歌謡芸術』同人となり、作謡部委
員を務めるなど積極的に活動していた。興味ぶかいのは、彼が詩人
たちにとって、〈本場八尾〉のおわら節の紹介者、ときに仲介者とな
ったことである。おわら保存会が発足したばかりの一九二九（昭和
四）年九月、小谷は藤森秀夫、中山輝、山岸曙光、松原與史郎を風
の盆
����に招待した。藤森はさっそく富山日報に訪問記を寄せ、八尾町
の風物、「町民が一致団結して……民謡を育ててゐる」最近の動き、
唄の名手に聞きほれる人びとの姿、そして「県下の最も傑出した作
家達」による小谷家での即吟運座の成果を報告した
����。
その後、小谷が中越歌謡協会で活動しはじめると組織的な交流が
みられるようになる。中越歌謡協会が主催する富山歌謡祭におわら
保存会が出演したり
����、おわら保存会が主催する歌詞懸賞募集の広告
が『歌謡芸術』誌上に掲載されたりするようになったのである。小
[17]
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谷の民謡集『仏法僧
����』はもともと日本海詩人連盟から出される計画
だったが中越歌謡協会に引き継がれ、一九三二（昭和七）年初夏に
ようやく出版の運びとなり、八尾町で祝賀会が開催された
����。
『仏法僧』は四十六篇の作品をおさめた民謡集である。藤森によ
る序詩は小谷を次のように紹介している。「小谷君は純日本の伝統を
有つ地方の／文化を代表し　人情味豊かに／而もアメリカニズムの
毒素を吸入してをらぬ／珍しい作家である」。
藤森によれば、当時の詩壇は「ネオンランプやジヤズ、カフエー
が加らないと／民謡で無い気のしてゐる　心細い作家がうようよし
てゐる」。彼らの生息するのは「機械工業や近代産業の浸潤し征服
するところ」であり、「電気と売薬と株式と無尽業とを誇る富山」も
こうした傾向が強まっていると憂う。では、なぜ小谷は伝統的精神
や人情味を持ち続けていられるのだろうか。藤森の序詩はその理由
を小谷の生まれ育った八尾町に見出し、詩人の姿を街の風景の中に
置こうとする。
山の中腹に築かれた　爪先上りの街には
雁木に下りて行く山清水がある
娘達は此の水を汲んで　繭を　煮立て
おわら節を唄ひながら　緒����を立てて　絹を紡ぎ出すのである
此の清水が　桐木谷から　溢出る辺に
小谷君が生まれて　現在住んでゐる家があるのである
（略）
冬籠の時節や　雪解の頃
谷合や　藪の中から出て来た百姓達は
八尾に反物などを求めに出て来る
そして小谷君の店先などで　仏法僧の事や
熊狩の話　世間離のした罪の無い話を置土産にして
幾時間でも　み腰を据えて　茶を啜��つてゐるのである
小谷君はかうした町で　かうした境涯に育つた
富山平野のほぼ南端に位置する八尾町は神通川の支流である井田
川と久婦須川に挟まれた河岸段丘の上に築かれた。明治以来、養蚕、
製糸で栄えたが、それ以前から紙、木材、炭などを扱う商家が富を
蓄えたのは、八尾町が飛騨との交通の要衝であったばかりでなく、
背後に広大な山地を控えていたことにもよる。藤森にとって、小谷
は八尾町とその奥に広がる神秘的な山の世界の存在と映ったのであ
ろう。藤森による序詩は八尾町や山の風物に小谷恵太郎というひと
りの詩人を溶け込ませ、それらを一体のものとしてロマン主義的に
表象しているとはいえないだろうか。
跋を記した松原與史郎にいたっては、小谷の詩風についてほとん
どふれず、八尾町がいかに詩的感興をそそったかに筆を費やし、「こ
の環境に培つた君の独自の芸術は、この環境に於いて、平静に、完
璧に迄到達したのだ」と結論づける。
じつは『仏法僧』には八尾町を直接うたった詩はほとんどない。
地理的には周辺部に取材したものが多く、とりわけ飛騨街道を南に
下った飛騨高地の北部に位置する標高千メー
トルの人影もまばらな
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豪雪地帯万波高原をとりあげた詩の存在が際立つ。書名に用いられ
た「仏法僧」もこの地の寂寥をうたったもの
����であり、小谷のロマン
主義的なまなざしはむしろ八尾町の奥にひかえる、秘境としての
山々
に向けられている。
しかし、藤森や松原にとっては、作品ににじむ秘境の趣も小谷が
身をおく「環境」に由来する。彼らが提示する民謡詩人小谷恵太郎
は、近代詩運動が拠点とする〈中央〉や富山市とは対照的な山の世
界とその玄関口としての八尾町の住人─ 多分に幻想的な存在 ─だ。
あたかも小谷の詩あるいは彼の詩人としての資質を評するには八尾
町を描写すれば事足りる、といわんばかりの序詩であり、跋である。
ここに、都市の知識人の地理的想像力によって対象化される民謡詩
人と〈地方〉の姿がみとめられる。
結局のところ、『仏法僧』はほとんど反響を呼ばなかった。『歌謡芸
術』は一九三三（昭和八）年一一月号（第20集）から『歌謡音楽』に
改題される。その直前に「童謠おわら節」を発表したのが小谷と近
代詩運動との明示的な関わりの最後であった
����。
中越歌謡協会を去ってから、小谷はおわら保存会の活動に専心し
ていたようである。というのも、この頃には年間を通じて出演の機
会が増え、保存会役員としての仕事がそれまでにもまして忙しくな
ったと考えられるからである。とりわけ、一九三三年から一九四三
年にかけて七回行われた御前演奏のほとんどに小谷は関わっている。
文芸活動もおわら節に関するものにほぼ限定されるようになった。
その中で目をひくのがおわら保存会発行「小谷恵太郎稿」のパン
フレット『民謡おわら乃街』である。その内容は一九首のおわら節
の歌詞をちりばめた随筆である。発行年月ははっきりしないが、こ
れとほぼ同様の文章が一九三三（昭和八）年『郷土風景』「盆踊と蒐
集号」に掲載された
����。「民謡おわらの街」は歌詞集『おわらぶし』の
「序にかへて」をもとに、小谷以外による文章をも流用し、詠み人
知らずの古い歌詞、有名・無名の作者による新作歌詞をとりまぜて
成ったものである
����。『郷土風景』掲載後、風の盆を控えた八月の終わ
りに北陸タイムスに三回にわたって連載された
����ことから推して、パ
ンフレットはこの年に作成されたと考えてよいだろう。
この随筆には『仏法僧』で藤森や松原が描いた八尾町の風物が、
より練られて表現されている。「坂街に沿うて爪立登りに歩む家毎軒
毎の雁木の下を溢れて走る……山清水……街の女達は……その山清
水を汲んで繭をゆでて……生糸を繰り上げてゐる」などという表現
は、あきらかに藤森の序詩を下敷きにしている。直後に挿入される
歌詞「軒端雀がまた来てのぞく　今日も糸繰りア　オワラ　手につ
かぬ」は作者名こそ記されていないが、野口雨情によるものである。
小谷はその三年後、「民謡おわらの街スケッチ」と題して、八尾町
あたりの風物や伝説をモチー
フにした十一回にわたる画入り記事
（随筆）を北陸タイムスに連載している
����。かつて山の世界に向けたま
なざしを自らの街やその近傍に向け直したかのような作で、土着の
知識や感性をいわば資源としながら、自身が学んだ近代詩運動のロ
マン主義的語法を用いて表現する実践といえる。こうして繰り出さ
れた「民謡おわらの街」のイメー
ジは、優雅なおわらの情緒を浸透
させようとするおわら保存会の活動を通じて現実の空間や演技など
の面においても展開が試みられ、現在の風の盆やおわら節のあり方
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の基層をかたちづくっている。
以上のように、小谷恵太郎は一九二八（昭和三）年の富山日報懸
賞文芸入選を機に『日本海詩人』と『歌謡芸術』を拠点として富山
の近代詩運動に参画した。その間おわら保存会の創立と運営にも力
を注ぎ、詩の分野における探求をおわら節においても実践する。彼
の活動は詩人たちの組織的な活動と、発足したばかりのおわら保存
会の交流にもおよび、昭和戦前期の八尾町のおわら節振興活動は近
代詩運動が持つロマン主義的なまなざしや語法を取り込み、自らを
美しき文化的辺境に位置づけ直すような展開をもみせたのだった
����。
新民謡運動はご当地ソングの量産やレコー
ド歌謡隆盛への道筋をつ
けた一方で、より広く近代詩運動の枠組みでとらえれば、それとは
異なった〈地方〉文化の表象を生産したのである。
結論本稿は、音楽史や文学史において論じられてきた新民謡運動を近
代詩運動の枠組みでとらえ、民衆の能動性や社会的・政治的要因を
重視するナショナリズム研究の動向をふまえて、一九一〇～三〇年
代の近代詩運動と民謡との関係を、おわら節を中心に検討した。近
代詩運動と接触する以前のおわら節は、遊戯性、技巧性、柔軟性
（他の音曲や芝居からの引用・挿入）、花柳界の風情に根ざした男女の交
情といった都々
逸の性質を色濃くもつものであった。しかし、名称
は変われど現在も続くおわら保存会の創立にあたって作成された
『おわらぶし』は詩集を意識して編集されており、北原白秋におい
て短唱から創作民謡にむかう過渡的な概念・ジャンルである「民謡
体短章」との関連性を考慮すると、おわら節の歌詞を近代詩のよう
に見せようとする擬態と受け取れる。
『おわらぶし』制作の要となっていたと考えられる民謡詩人小谷
恵太郎を介して富山の近代詩運動とおわら節は接触することになっ
たが、これは歌詞の方向性に影響を与えたばかりではなく、小谷が
暮らしたおわら節の〈本場〉八尾町のロマン主義的表象の形成をも
促したと考えられる。というのも、小谷と交流した詩人たちやおわ
ら保存会の活動に専念するようになってからの小谷の文章では、神
秘的な山の世界の玄関口にあたる八尾町を、純粋な郷土芸術として
想定された民謡とは対極にある都市部（＝近代詩運動の拠点）から引
き離すことによって描いたからである。それは藤森らに学んだ文学
的遠近法にもとづく地理的想像力の表れであると同時に、小谷（あ
るいはおわら保存会）自身を八尾町や山の世界のイメー
ジに融け込ま
せていくようなセルフ・オリエンタリズム的表象でもあった。
現代に通じる大衆社会の原型や秩序が形成されたとされる大正・
昭和初期の文化状況についてジャンル横断的・学際的にせまるアプ
ロー
チが活気づいているなか、人びとの能動性や経験の位相に照準
をあわせて地域社会を描き、地方性の現出を問う新たな研究も出て
きている
����。本稿は富山県の近代詩運動と民謡おわら節の関係を中心
に検討したが、他の事例を対象にこうした方向性をさらに追究して
いくことが今後の課題である。
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話社、二〇〇〇年。初期の試みとして、ＳＴＳ「地方詩壇の概観」（『日本
詩人』四‐一、一九二四年）、鈴木信治「北日本詩人協会設立について」（『日
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（28）「想い人が来たような来ないような面影が見える。自分が来てみたら風に過
ぎない、この想いをどうしようか」の意。
（29）富山日報一九一一年九月三日「八尾の廻り盆（下）」。
（30）共進会とは明治期から大正期にかけて各地でさかんに開催された産業振
興のための展覧・品評会で、博覧会と同様のイベントである。大正二年共
進会の詳細と意義については長尾洋子、前掲論文。
（31）大槻如電（一八四五～一九三一）。本名清修。父は仙台藩の儒者大槻磐渓、
祖父は蘭学者玄沢。『言海』で知られる国語学者文彦の兄。和漢洋の学に通
じていたばかりでなく、歌舞音曲にも造詣が深く、作詞・作曲・振付もし
た。
（32）富山県主催連合共進会富山県協賛会編『富山県協賛会事務報告』一九一四
年、一七一～一七二ペー
ジ。
（33）松本駒次郎『八尾史談』松六商店、一九二七年、三四三ペー
ジ。
（34）松本駒次郎、前掲書、三四三ペー
ジ、三三四ペー
ジ。
（35）松本駒次郎、前掲書、三三四～三三七ペー
ジ。
（36）「大正座公演パンフレット」（おわらを語る会編『おわらの記憶』桂書房、二
〇一三年、三五二～三五三ペー
ジ）。「八尾町オワラ研究会」と「おわら節
研究会」が同一の組織かどうかはさだかでない。
（37）高野斑山、大竹紫葉『俚謡集拾遺』六合館、一九一五年、四ペー
ジ。
（38）この点については、荒木良一「世に出る八尾おわら」（おわらを語る会、前
掲書）でも指摘されている。
（39）荒木良一、前掲論文、六五～六九ペー
ジ。
（40）上田敏「楽話」『帝国文学』第十巻一号、一九〇四年、前田林外『日本民謡
全集続篇』本郷書院、一九〇七年、坪井秀人、前掲書、二五〇～二八四ペ
ジー、David H
ughes, Traditional Folk Song in M
odern Japan,  G
lobal O
riental, 2008,
pp.20-25.
（41）ただし『小原節大全』（表中６）では、附録として富山タイムス懸賞募集小
原節新歌を掲載している。それぞれの歌詞にはそれが県内のどの名勝古跡
に因んで詠われたものかを明記している。この点においては新民謡運動の
観光宣伝的な面に影響を受けたといえるかもしれない。
（42）毎日新聞二〇〇六年一〇月二五日「柴田力弥の吹き寄せ噺」。
（43）西沢爽『日本近代歌謡史』桜楓社、一九九〇年、九一五～九三〇ペー
ジ。文
戯の観点からは堀切実が次の論考で藩政時代から富山全域で隆盛をみた
庶民文芸としての雑排「舞句」との共通性を指摘している。堀切実「おわ
らと舞句」『鷹』第三十一巻八号、一九九四年、堀切実『芭蕉と俳諧史の展
開』ぺりかん社、二〇〇四年。
（44）いずれも『おはらぶし』（表中３）より採った。読みやすさを考慮し、一部
表記を変更している。「ほつと一息～」では、上句と下句の間に義太夫お染
久松質店の段の一節が挿入されている。
（45）『おわらぶし』（表中７）の巻頭言「序に代へて」より。
（46）越中八尾民謡小原保存会発足時の配布物「序」（おわらを語る会、前掲書、
三五四ペー
ジ）。
（47）北日本新聞社編集局編『越中おわら社会学』北日本新聞社出版部、一九八
八年、八二～八五ペー
ジ、越中おわらを語る会『おわら通信（その三）』桂
書房、二〇一一年、二三ペー
ジ。
（48）注４３参照。
（49）富山日報一九二一年八月一五日。
（50）長谷川剣星『八尾のかたりべ』長谷川洌、一九八五年、二一ペー
ジ。
（51）長谷川剣星、前掲書、二一ペー
ジ。
（52）小谷恵太郎『辿り行く』漂渺社、一九二四年。
（53）長谷川剣星、前掲書、二二ペー
ジ、北日本新聞社編集局編『越中おわら社
会学』北日本新聞社出版局、一九八八年、八四ペー
ジ。
（54）富山日報一九二八年七月二八日。
（55）藤森秀夫の経歴については主に次の文献による。藤田圭雄『日本童謡史』あ
かね書房、一九七一年、巻山圭一「藤森秀夫「民謡詩」を唱えたドイツ文
学者詩人」『深志人物史III』深志同窓会、二〇〇六年。
（56）野口雨情「民謡の価値とその発達」『野口雨情全集第８巻』未来社、一九八
七年、三九一ペー
ジ。
（57）各種の詩誌に訳詩を掲載するほか、東京時代のまとまった訳詩集としては
『近代独逸名詩選』郁文堂書店、一九二二年がある。
（58）「出版まで」（小谷恵太郎『仏法僧』中越歌謡協会、一九三二年）。
（59）『日本海詩人』第二巻六号編集後記。
（60）『日本海詩人』第二巻六号編集後記。
（61）『日本海詩人』第四巻一号、三二ペー
ジ。
（62）『民謡音楽』第二巻二号、一九三〇年、九九ペー
ジ。
（63）埴野義郎「一九三〇年における北陸詩壇の形勢」『日本海詩人』第六巻一号
（一九三一年）、一〇ペー
ジ。
（64）毎年九月一日から三日にわたって行われる八尾町の年中行事。町民がこぞ
っておわら節に興じる。
（65）藤森秀夫「小原節　風の盆」『富山日報』一九二九年九月一〇日、一一日。
（66）長尾洋子「〈踊る少女〉とおわらの芸術化」おわらを語る会編、前掲書。
（67）仏法僧は、水辺近くの森林に生息する全長約三〇センチメー
トル、赤橙色
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の嘴と足をもつ青緑色の羽毛に覆われた鳥の名称である。鳴き声が仏教の
三宝を表す仏・法・僧に聞こえるとされたのにちなんで名づけられた。
（68）『歌謡芸術』第六集、一九三二年、消息欄。
（69）この作品の追言に万波であることが述べられている。
（70）改題後、『歌謡音楽』はレコー
ド歌謡曲向けの歌詞創作に方向転換し、顧問
賛助者にポリドー
ルやキングといったレコー
ド会社の専属作曲家や文芸
部社員を迎え、かねてからの主要同人を「歌謡詩人」として掲載。小谷恵
太郎は当初は会員名簿に「通常委員」として名がみえるが、一九三四（昭
和九）年が明けて以降は中越歌謡協会を離れた。
（71）小谷恵太郎「民謡おわらの街」『郷土風景』第二巻八号、一九三三年。
（72）長尾洋子「おわらの総合プロデュー
ス」おわらを語る会、前掲書。
（73）「小谷恵太郎　民謡おわら保存会歌詞部」名義、パンフレットに用いられた
タイトル画とともに掲載された。
（74）北陸タイムス一九三六年九月六日～一七日。
（75）こうしたプロセスは、構造的には渡辺裕が音楽史批判および聴覚文化論の
文脈で論じた正調江差追分の成立と共通している（渡辺裕『サウンドとメ
ディアの文化資源学』春秋社、二〇一三年）。
（76）ハリー
・ハルトゥー
ニアン『近代による超克』岩波書店、二〇〇七年、上
田誠二『音楽はいかに現代社会をデザインしたか』新曜社、二〇一〇年、渡
辺裕、前掲書。
──付記
旧字は新字に改め、現代表記を優先した。人名、団体名、資料名、引用文等も
同様とする。
[23]
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